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6年制薬学教育に展開する動画教材の開発と評価

Development and Evaluation of Streaming Video
in Laboratory Practice toward Pharmacopedia of 6 Years 
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A b s t r a c t :Aiming for development of e-learning system that promote self-learning, we have made 63 contents (total 8 hour

35 minutes duration) of streaming videos for lectures, basic operation in laboratory practice and objective structured

clinical examination (OSCE), assessment of clinical skills of pharmaceutical trainees.  To evaluate the instructional design,

usefulness and the levels of overall satisfaction of the contents, questionnaires have been given to learners.  Leaners were

asked to rate the importance of each item on a five-point scale.  For example, the mean scores of 5 contents for OSCE

training video were 4.17±0.78 (S.D) for students and 4.00±0.87 (S.D) for examiners，respectively.  The students can

watch videos with DVD media and/or web, however, they favor the DVD rather than web because of some problems in the

use of the Internet. 
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研究論文

1．はじめに
医療の目覚しい高度専門化に応えるべく，薬

学教育は６年制に移行し，薬系大学は薬学教育

モデル・コアカリキュラムに準拠した学習者主

体の統合型カリキュラムへ改編中である．薬

学６年制では共用試験（コンピュータ支援基

礎学力試験［Computer-Based Testing, CBT］，

客観的臨床能力試験［Objective Structured

Clinical Examination, OSCE］）が課せられた

他，問題立脚型学習の全学年次にわたる実践

が要望されており[ 1 ]，教育の質を保証するも

のとされた．このように新しい薬学教育では

カリキュラムは統合・構造化され，学習者が

獲得すべき知識・技能・態度は激増してい

る．一方，ゆとり教育という新学習指導要領

の世代が大学進学者となる「2 0 0 6年問題」，

少子化を受けて大学全入制がはじまる「2 0 0 7

年問題」と相俟って，新入生の学習習慣や学

力の多様化が進行しており，薬学のような専

門教育の修得を重視する学部にとっても化

学，物理，生物といった基礎教育の重要性は

ますます高まっている．

2．本取り組みの目的
学習者の学習意欲を維持させ，基盤となる

知識を確実に習得させるには，学習者の能動

的かつ自律的な学習を支援する教育プログラ

ムが必要である．I C Tの活用はこの観点から

有効な手段と考えられる．名城大学薬学部で

は知識・技能・態度の３領域の教育目標分類

のうち，主に「技能」に焦点化した動画教材

の開発と運用を支援する組織づくりに努めて

きた [ 2 ]．I C T活用による本取り組みの目的を

以下に示す．

①　初年次学生の基礎学力を高め専門教育

過程への円滑な接続を図ること

②　学習者の理解度に応じたオンデマンド

学習による自学自習を習慣化させ，学

習意欲の維持に繋げること

③　電子教材の作成をＦＤ活動の一環とし

て教員に広く展開すること

本稿では，本学部がI C Tの効果的な活用に

ついて模索した過去数年間の動画コンテンツ

の試作からW e b配信までの概要を報告し，そ
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の実践から得られた知見から今後取り組むべ

き課題について省察する．

3．コンテンツの制作と開示
（1）動画コンテンツの制作

実習期間中に実習担当教員の協力の下で，

実習講義や実験操作などをD Vカメラで収録

した．収録したデジタル素材をP Cにキャプ

チャーした後，この素材にタイトル，字幕，

ナレーション，アニメーションなどをパソコ

ン上でD T V（デスクトップビデオ）編集し，

動画ファイルを作成した（図１）．ビデオ編

集ソフトにはAdobe Premiere Pro2.0を用いた．

動画ファイルはW M V形式（低画質版）およ

びMPEG Encoder（Cinema Craft E n c o d e r

B a s i c）でM P E G 2形式（高画質版）に変換し

Media Playerなどで観られるようにした．動

画は，実験操作ごとに細分化して数分から数

十分の動画ファイル群として編集し，項目ご

とに教材ファイルとして保存した．図１に電

子教材を閲覧する際のトップページからの選

択手順を示す．五つの実習科目（大項目）か

ら視聴したい項目をクリックすることで，画面

は順に中および小項目に進むことができる三

層構造とした．２年間で学生実習用の動画教

材として6 3コンテンツ（映像延べ時間：８時

間3 5分）を制作し，W e b配信及び D V D配布

により，予習・復習の各過程で視聴できるよ

うにした．

（2）コンテンツの学習者への開示・閲覧と
運用

学習者への開示方法としては，学内に設置

した動画配信サーバによる方法と科目ごとに

作成したD V Dを学習者に配布する方法の二

つを併用している．また，後述するように動

画教材は各実習科目の実習講義や演示実験の

際にも活用している．

①　DVD配布

D V DオーサリングはDVD Movie Writer 4

（ユーリードシステムズ）を用いた．D V D複

製はGX-1 Disc Publisher（マイクロボード・

テクノジー社）を用いた．

（a）ビジュランVOD のトップページから化学系基礎実習

（大項目）を選択し，次いで左端の中項目から「ガラ

ス細工の基本」を選択した画面例

（b）小項目から視聴したい項目を選択すると，（c）のよう

に動画が視聴できる

（c）「パスツールピペットの作成」の画面.手技・操作の

イメージをつかみやすくするため，アニメーション

を多用してある

（a）

（b）

（c）

図１　動画コンテンツの画面例

1.実習科目をクリック

2.項目をクリック

3.見たい項目を
　 クリック



23

６年制薬学教育に展開する動画教材の開発と評価

図２　コンテンツの作成から視聴までの流れ

②　コンテンツの配信

コンテンツサーバとしては，オリジナルコ

ンテンツ登録機能付きのビジュランV O Dシ

ステム（医学映像教育センター社）と，第２

サーバとして，I I S（インターネットインフ

ォメーションサービス）によるW e bコンテン

ツ上での配信が可能なH A 8 0 0 0 / T S 2 0 A Gをベ

ースモデルとしたサーバシステム（日立）に

より配信と管理を行っている．

③　運用

教員は名城大学の学内L A N（メイネット）

を利用して学内の研究室の端末（P C）から，

また，学生は本学ホームページの学生ポータル

サイトからのログインで，コンテンツを閲覧で

きるシステムが本学情報センターにより構築さ

れている（図２）．実際のビデオオンデマンド

（V O D）運用は平成1 9年1 1月から開始した．

4．教育実践による改善成果
（1）コンテンツの画面構成の評価

eラーニングの成否は教材にあると言われ

ている．平成1 8年度化学系応用実習（２年後

期）に試作した八つの動画教材において，挿

入した文字の大きさ，映像の質，音声の大き

さ，アニメーション，コンテンツの長さなど

が適切かどうかを視聴した学生にアンケート

調査した結果（平成1 8年1 2月），上述したコ

ンテンツの画面構成については，8 6％の学生

が「わかりやすい」と答え，そのうちの4 1％

は「大変わかりやすい」と回答した[ 4 ]．収録

は前後２方向から撮影し，実験操作の手元に

できるだけ死角となる視野が生じないようにし

た．実演する教員は実験操作をしながら説明す

るが，収録後，聴き取りにくい場面やポイン

トとなる場面には，字幕やアニメーション，

トランジッション効果を追加した（図１（c））．

このような努力が「大変わかりやすい」の評

価に繋がったと思われる．「この電子教材が

事前・事後学習に役立ちますか」の質問でも

8 5 . 4％の視聴学生が「役に立つ」と回答して

おり，以後同様な画面構成で教材を制作した．

高校教育課程までに行う理科実験は減少し

ている．また，安全面から理科教諭の演示実

験が多く，生徒自らが実際に行う実験はさら

に少ない．したがって，大学入学者の多くは

基本的な実験操作や器具の正しい使い方をほ

とんど知らないのが現状である．事前学習ビ

デオを制作以降，学生の多くは実験の基本操

作について事前学習してから当日の実験にあ

たるようになったため，実習時間をより効率

よく使えるようになったとの評価を化学系実

験担当教員からもらっている．

（2）コンテンツの有用性の評価
平成18年度物理系応用［調剤・医薬品情報］

実習（履修学生2 6 7名）においては四つの動

画コンテンツを実習講義に活用し，「どのく

らい役に立ったか」について尋ねた．この先

行実践における調査（回収率9 4 . 7％）では，

四つのビデオコンテンツについて｢役にたっ

た｣と答えた比率は5 7 - 7 4％の範囲であった．

また，成績上位１/４と下位１/４学生の２群

において評価平均値に差があるかどうかを検

定したが，４コンテンツとも有意な差は認め

られなかった（p > 0 . 0 5）．この結果から，少

なくとも実験操作など「技能」に焦点化した

ビデオ教材においては，学習者は学力によら

ず「役に立つ｣と考えることが示唆された．

V O Dによる映像配信以前の他の取り組み

としては，第２回名城大学O S C Eトライアル

（平成1 9年２月８，９日実施）において事前

学習用ビデオ教材を収録したD V Dを受験学
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生（ 2 5 7名，回収率 9 7 . 8％）と学外評価者

（1 0 1名，回収率9 4 . 1％）に配布し，コンテン

ツの評価をしてもらった例を紹介する．第２

回O S C E事前学習ビデオは，物理系応用［調

剤・医薬品情報］実習のコンテンツと基本的

に同一である．O S C Eでは受験学生１名につ

き２～３名の評価者が学生の技能を評価項目

に基づき客観的に評価する．評価者は学内評

価者（学内教員）と学外評価者（病院・薬局

勤務薬剤師，他の薬系大学教員）から構成さ

れ，試験の公平性に努めている．多数の質問

の中から，総合評価の指標となる「コンテン

ツは役に立ちましたか」の質問（５段階評価）

の学生および学外評価者の５コンテンツの評

価平均値±標準偏差は，それぞれ4 . 1 7±0 . 7 8，

4 . 0 0±0 . 8 7であった．これらの平均値は，そ

れぞれ学生の8 3％，学外評価者の8 0％が「役

に立った」と答えていることに相当し，

O S C E事前学習ビデオはO S C Eを円滑に運用

するうえで有用な学習支援ツールであること

が受験学生，学外評価者の双方の結果から強

く示唆された．また，平成1 9年度物理系基礎

[物理化学・製剤]実習（３年前期）において

もD V D配布後，アンケート調査（履修学生

3 3 4名，回収率9 9 . 4％）を実施した．６コン

テンツの評価平均値±標準偏差は， 3 . 7 0±

0 . 7 7であり，7 4％の視聴学生が動画教材は

｢役立った｣と答えている．自由記述の中に

「実験操作についての説明だけでなく，なぜ

その操作をするのかなど具体的な説明も欲し

かった」に代表される要望などが寄せられた．

物理系基礎実習のコンテンツは比較的初期に

作られたものが含まれているため，O S C E事

前学習用コンテンツに比較して，やや低い評

価平均値となったと推察される．

（3）学習者がコンテンツを視聴する内発的

動機付け

視聴者へのアンケート調査の自由記述には

動画教材の長所・短所，改善を望む点などに

ついて多数の意見が述べられている．多くの

学習者は，動画教材は事前・事後学習に「役

に立つ」と考えており，「不明な箇所や聞き

逃したところを確認するために何度も繰り返

して視聴した」，「文字や図が出てくるので大

変見やすかった」，「手元が大きく映ってお

り，様々な角度から撮影されて細かい動作ま

で確認できた」など多くの学習者に対しては，

動画教材は彼らに内発的動機付けが働き学習

意欲を高める効果をもたらすことが窺える．

一方，「事前に配布・閲覧ができても学生全

員が見るかどうかという点が一番問題だと思

う」といった意見も多くあり，電子教材に過

度に依存すべきではないことを学習者自らが

指摘している[2]．

著者らは，視聴を促すためには，興味・関

心を引くだけではなく，成績・資格など学習

者の学業向上およびキャリア・アップに関わ

る動機付けを付与することが必要ではないか

と考えている．本学では，６年制薬学教育の

共用試験O S C Eに向けたトライアルを毎年行

っており，その合否を学外での４年次長期実

務実習へ行くための資格要件としている．第

２回O S C Eトライアルでは9 5％の受験対象者

が視聴し，コンテンツを繰り返し視聴した回

数は1 . 7回以上/人であったことが事後アンケ

ートの調査で判明した．また，比較的最近に

製作したコンテンツでは，コンテンツのはじ

めに教育目標を箇条書きで提示し学習者がコ

ンテンツの視聴で何を修得すべきかが掴める

ようにした．また，シーン毎に要点をまとめ

た静止画をはさむように改善した．このよう

な工夫も学習者の内発的動機付けをたかめる

効果があると思われる．

（4）動画コンテンツの開示方法

電子教材の開示方法についての設問では，

平成1 9年度物理系基礎［物理化学・製剤］実

習 のアン ケート 調査で は 4 4％の学 生が

「 D V D 配布のみでよい」と答え， 2 9％が

「D V DとW e bの両方が必要」と答え，「W e bの

みの配信でよい」と答えたのは13％であった．

同様に，第２回O S C Eトライアルでは3 7％が

「D V D配布のみでよい」，4 7％が「 D V Dと
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図３　薬学教育開発センター・実習部門を
制作主体とする電子教材作成組織図

W e bの両方必要」，1 0％が「W e bのみでよい」

と回答したことがわかった．

平成2 0年３月に実施した第３回O S C Eトラ

イアルではO S C EトレーニングビデオのD V D

配布とそのW e b配信を実施した．3 3 4名の受

験対象者のうち8 9％が「W e bで視聴した」と

回答し，1 1％は「視聴していない，もしくは

視聴できなかった」と回答した．

W e bで視聴しなかった理由については，「見

ようとしたが，うまく再生できなかった」（９

例），「ユーザーI D，パスワードを忘れた，そ

の入力が面倒」（６例），「D V Dを借りたので

不必要」（５例）などが続いた．W e b配信で

は個々のインターネット環境などが画像の質に

影響するため，高画質な映像がストレスなく閲

覧できるD V Dが好まれるものと推察される．

ビジュランの同時アクセス数は2 5台までと制

限されていることや受験学生への使用法の周知

不徹底も遠因に挙げられる．著者らは，将来的

にはコンテンツの開示方法をW e b配信のみに

移行させたいと考えているが，上記理由から

DVD配布も当面必要であることがわかった．

5．成果の発展性
教員対象のアンケート（平成17年２月実施）

において，「動画や静止画などの電子教材を

講義や実習で一部取り入れてみたいですか」

の設問に７割の教員が「はい」と答え，３割

は「どちらともいえない」と答え，「いいえ」

と答えた教員はいなかった．この結果は，教

材作成をF D活動の一環として行うべきであ

るとの意識が醸成されつつあることを示唆し

ている．しかし，動画の制作には相応のスキ

ルを必要とし，専門知識をもった職員の手助

けなしに教員個々人が制作することは困難で

ある．本学では薬学教育開発センター・学生

実習部門に属する実習専任教員（物理系，化

学系，分析系，生物系各１名）が各研究室の

教員，学部学生のT Aとチームを形成し協働

作業で電子教材を制作している（図３）．実

習専任教員は，企画・立案などの準備から完

成に至るすべての工程でチーム内で主導的役

割を果たす． T Aの参画は学生側の意見を取

り入れたコンテンツを制作できるので，学習

者の視点に立ったわかりやすい教材を制作で

きる効果がある．また，編集作業にT Aを活

用することで教員の負担を軽減させることが

できた．システム管理者（派遣職員１名）は，

サーバ管理のほかT Aの編集ソフトの操作の

手ほどきなどヘルプデスクの役割も担う．教

材をこのようにチームで作ることでより明確

なインストラクショナルデザインを練り上げ

ることができ，このプロセスは実質的なF D

に繋がるものと考えている．今後，このシス

テムを実習科目コンテンツのみならず講義科

目にも波及させていく予定である．
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